



















よって養育される権利を有する（「子どもの権利条約」第 7 条 1 項）1 
 
2007 年秋、フランス社会における家族観に関わる 2 つの出来事が相次いでメディアを
賑わせた。一つは移民法の改正（2007 年 10 月 23 日法、同年 11 月 15 日憲法院通過）で
あり、もう一つは、NGO 団体アルシュ・ド・ゾエ（「生命の船」）による、ダルフールの











































直面した女性のための救済策となった。「匿名出産」は、1793 年６月 23 日付デクレ（政





が匿名出産に関する法改正のためにまとめた文書によれば、1991 年ではおよそ 780 人、
1993 年ではおよそ 720 人、1995 年およそ 680 人、1997 年およそ 620 人、1999 年ではお
















































































目的のもとに設けられた制度である。「雇用および連帯」省の 1999 年の調査では、670 人
の女性が「匿名出産」を選択し、3 分の 2 が 25 歳以下で、職がないか学生であり、20％
が強姦または近親姦による妊娠で、「子ども」を手放すのは、社会や家族、経済的な理由に
よる圧力である。「社会行動と家族法」と呼ばれる 2002 年 1 月 22 日法では「匿名出産」
の無料・秘匿・可能な限りの匿名原則が維持される一方、「国家の孤児」および養子となっ
た人々の生物学的ルーツに関する情報のアクセスを容易にする「養子と国家の孤児の個人




産を選択した女性の私的生活が尊重される権利を認めた人権裁判所 2003 年 2 月 13 日付判






















けれども、実際に可能となったのは 1999 年の第 99-925 号デクレにより、胚の「受け入れ」










































































































































「望んだときに一人の子どもを Un enfant si je veux quand je veux」というフランスで



















































































































1  “The child shall be registered immediately after birth and shall have the right from 
birth to a name, the right to acquire a nationality and, as for as possible, the right to 
know and be cared for his or her parents.”(Convention on the Rights of the Child, 
article 7-1) 日本政府訳「児童の権利に関する条約」より、訳語を一部変更。本条約は 1989




2  Le Monde, le 3 octobre 2007, 7-8 octobre 2007,など。 
3  人類学者であるザコは、アルシュ・ド・ゾエ事件に寄せた記事のなかで、「愛の物語」
とされる国際養子制度自体が「大人」の欲望にほかならず、子どもにとって残酷であると
指摘する（François-Robert Zacot, Occident, l’adulte et l’enfant, in Le Monde, 9 
novembre 2007）。 
4 Académie Nationale de Médecine, Rapport de l’Académie de Médecine à propos de la 
procreation de la loi n° 3224 instaurant un accouchement dans la discrétion, par Roger 
Henrion, le 21 novembre 2006; CCNE, Avis N°90, Accès aux origines, anonymat et 
secret de la filiation, le 20 novembre 2005, p.8-9; C.Bonnet, L’accouchement sous X, in 
Journal de Pédiatrie et de Puériculture, N°6, 1999, p.348; André Tessier, Enfant 









5  ボネによれば、1939 年から 1966 年の間の「匿名出産」では、「匿名」という条件にも
かかわらず、医療者たちが「匿名出産」を選んだ女性の個人情報を「さげすみとともに」
書き残していた。これにより、1966 年以前に出生した「国家の孤児」の一部は自分の生物
学的親を探し当てることに成功した（C.Bonnet, ibid., p.348）。 
6  2000 年 7 月 14 日付文書「匿名出産改革と個人的ルーツへのアクセスに関する国家諮問
委員会創設について」（http://www.famille.gouv.fr/doss_pr/34_001214.htm） 
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9  1973 年、パリ郊外のビセトル中央病院ジョルジュ・ダヴィド医師が創設。精子および
卵子の無償提供と体外受精を行う。卵子提供者が少なく、主に AID のための精子提供者を







connaissance des origines en droit français, in Archives de Pédiatrie, n°9-supplement 2, 
Elisevier, 2002, p.279）。 
10  Paul Ricoeur, Soi-même comme un autre, Editions du Seuil, 1990 
11  Ricoeur, ibid., p.11-35 
12  Derek Parfit, Reasons and Persons, Oxford University Press, 1984［デレク・パーフ
ィット著、森村進訳『理由と人格』、勁草書房、1998］  
13  identité については、リクールが個々人の自己認識に関わる「アイデンティティ」と
ともに、ラテン語の語源 idem を意識したうえで用いており、また後者の意味でパーフィ
ットの「人格」とも関連するため、アイデンティティ／自己同一性と併記する。 
14  Ricoeur, ibid., p.156-166 
15  Ricoeur, ibid., p.195-197 
16  Ricoeur, op.cit., p.175 
17  Ricoeur, op.cit., p.254-255 
18  Ministère de Santé et les Solidarités / Conseil National pour l’Accès aux Origines 
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19  遠矢和希「日本における DI（提供精子人工授精）の親子関係について」、『医療・生命
と倫理・社会』第 5 号（2006 年 3 月）所収、p.24。また、アメリカでも卵子提供により
出生した子どもにテイサックス病が発症したことがわかったケースが報道されている













の要求により、立法的な廃止論が議論されているとのこと（水野、ibid., p.226、注 21）。 
23  Geneviève Delaisi de Parseval, Alain Janaud, L’enfant à tout prix, Editions du 
Seuil, 1983, p.21 
